
現
場
の
疑
問
に
回
答
！

新
学
習
指
導
要
領
が
示
す

新
た
な
探
究
の
時
間
と
は

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間（
以
下
「
総
合
的

な
学
習
」）は
、
急
速
に
変
化
し
複
雑
な
問

題
が
増
え
て
い
る
社
会
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
平
成
10
〜
11
年
の
学
習
指
導
要
領
改

訂
で
小
・
中
・
高
校
の
教
育
課
程
に
新
た
に

創
設
さ
れ
た
時
間
で
す
。
各
学
校
の
創
意
・

工
夫
に
基
づ
き
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習

に
取
り
組
む
と
い
う
、
か
つ
て
な
い
内
容
に
、

各
学
校
は
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
も
真

摯
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
20
年
が
経
ち
、
現
在
で
は

「
総
合
的
な
学
習
」の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が

確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校

で
は
、
探
究
の
過
程
を
意
識
す
る
な
か
で

社
会
に
参
画
し
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ

く
事
例
や
、
こ
の
時
間
を
き
っ
か
け
に
各
教

科
の
学
習
が
主
体
的
・
協
働
的
に
変
わ
っ
て

き
た
事
例
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学

習
姿
勢
の
改
善
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
を
は
じ
め
国
際
的
に

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
学
校
に
よ
っ

て
取
り
組
み
状
況
に
差
が
あ
る
こ
と
や
、
探

究
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
十
分
で
は
な
い
部
分

が
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。
今
回
の
改
訂
で
は
、

創
設
の
趣
旨
は
継
承
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
課

題
の
改
善
と
進
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

新
旧
の
目
標（
第
１
の
目
標
）を
比
べ
る

と
、
表
現
に
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

探
究
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
横
断

的
・
総
合
的
な
学
習
を
行
う
と
い
う
基
本

的
な
方
向
性
に
大
き
な
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
は
、
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
よ
り
明
確
化
し

た
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
改
訂
は「
資
質
・
能
力
改
訂
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
、
学
習
者
主

体
の
視
点
で
、
全
体
的
に「
何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
」
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
教
科
等
で
同
様
な
の
で
す
が
、
総
合

的
な
探
究
の
時
間（
以
下
「
総
合
的
な
探

文部科学省 
初等中等教育局 教育課程課 
教科調査官

渋谷一典
しぶや・かずのり●札幌市立小学校教員、
札幌市教育委員会指導主事を経て、2017
年から現職。国立教育政策研究所 教育課
程研究センター 研究開発部 教育課程調
査官を併任。小学校生活科および小・中・
高校の総合的な学習の時間に関する研
究、指導・助言にあたっている。

20年間の実施成果と
課題を踏まえ、

さらなる進化を図るため

なぜ「総合的な学習の時間」は
改訂されたのか

育成を目指す資質・能力が
３つの柱で

明示された点に注目を

「総合的な探究の時間」の目標は
これまでとどこが違うか

取材・文／藤崎雅子　撮影／平山 諭

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」か
ら
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」へ
。

各
学
校
で
は
、
そ
の
変
更
の
狙
い
や
、
こ
れ
ま
で
と
の
違
い
を
ど
う
理
解
し
、

ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

現
場
の
疑
問
や
不
安
を
、
文
部
科
学
省
の
渋
谷
調
査
官
に
投
げ
か
け
て
み
ま
し
た
。
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見
直
さ
れ
た
の
で
す
。

　

今
回
の
改
訂
で
、
高
校
に
は
「
総
合
的

な
探
究
」
以
外
に
も
「
理
数
探
究
」や
「
古

典
探
究
」
な
ど
、「
探
究
」
と
名
の
付
く
科

目
が
６
つ
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
教
科
・
科

目
等
の
特
性
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
改
訂
で
、
い
か
に
高
校

で
探
究
が
重
視
さ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に「
探
究
モ
ー
ド
」へ
と
加
速
す

る
な
か
、「
う
ち
の
生
徒
に
は
無
理
」
と
い
っ

た
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
し
か
し
一
方
で

は
、
学
力
面
・
生
活
面
の
課
題
が
多
い
高
校

ほ
ど
、
探
究
の
学
習
活
動
で
輝
く
生
徒
が

多
い
と
の
話
も
耳
に
し
ま
す
。
正
解
の
な
い

問
題
に
直
面
し
た
際
に
、
な
ぜ
？ 

と
感
じ

た
り
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？ 

と
考
え
た

り
す
る
の
に
、
い
わ
ゆ
る
成
績
は
関
係
な
い

と
思
う
の
で
す
。
内
在
す
る
意
欲
や
力
を

引
き
出
し
伸
ば
す
こ
と
で
、
時
に
高
校
生

は
私
た
ち
が
思
っ
て
い
る
以
上
の
こ
と
が
で

き
る
。
地
方
紙
な
ど
で
地
域
課
題
や
活
性

化
に
取
り
組
む
高
校
生
の
活
躍
を
目
に
す

る
た
び
、
そ
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

究
」）の「
第
１
の
目
標
」
に
お
い
て
も
、
こ

の
時
間
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が

「
知
識
及
び
技
能
」「
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性

等
」の
３
つ
の
柱
か
ら
明
示
さ
れ
ま
し
た（
図

１
）。
各
学
校
で「
総
合
的
な
探
究
」の
目

標
や
内
容
を
定
め
て
い
く
際
も
、
こ
れ
を

踏
ま
え
、
具
体
的
な
資
質
・
能
力
を
設
定

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、「
総
合
的
な
学
習
」

は
小
学
校
３
年
生
か
ら
始
ま
る
時
間
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
高
校
入
学
の
段
階
で
７
年

間
、「
課
題
の
設
定
」「
情
報
の
収
集
」「
整

理
・
分
析
」「
ま
と
め
・
表
現
」
と
い
う
探
究

の
プ
ロ
セ
ス
に
繰
り
返
し
取
り
組
ん
で
き
て

い
ま
す
。
高
校
は
そ
う
し
た
基
盤
の
上
に

あ
る
こ
と
や
、
社
会
と
の
距
離
が
よ
り
近

く
な
る
時
期
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
さ

ら
に
高
度
な
探
究
に
自
律
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
も
の
と
し
て
、
改
め
て
位
置
付
け
が

 

「
総
合
的
な
学
習
」
と「
総
合
的
な
探
究
」

は
、
基
本
的
に
は
探
究
の
重
要
性
や
学
習

方
法
な
ど
に
共
通
性
・
連
続
性
が
あ
り
ま

す
が
、一
部
に
異
な
る
点
も
あ
り
ま
す
。
小
・

中
学
校
の
取
り
組
み
を
引
き
継
い
で
発
展

さ
せ
て
い
く
高
校
に
お
い
て
は
、
両
者
の
違

い
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
、
取
り
組
み
を
考

え
る
う
え
で
重
要
で
す
。

 

「
総
合
的
な
学
習
」
は
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
で
自
己
の
生
き
方
を
考
え
て
い
く
学
び

で
あ
る
の
に
対
し
、「
総
合
的
な
探
究
」で
は

「
自
己
の
在
り
方
生
き
方
と
一
体
的
で
不
可

分
な
課
題
を
自
ら
発
見
し
解
決
し
て
い
く

学
び
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
福
祉
問

図1 高等学校学習指導要領・新旧対照

●新
第４章　総合的な探究の時間
第１ 　目標
探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，自己の在
り方生き方を考えながら，よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。

（1） 探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，
課題に関わる概念を形成し，探究の意義や価値を理解するようにする。

（2） 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情
報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。

（3） 探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな
価値を創造し，よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

●現行
第４章　総合的な学習の時間
第１ 　目標
横断的・総合的な学習や探究的な学
習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，
自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題
を解決する資質や能力を育成するとと
もに，学び方やものの考え方を身に付
け，問題の解決や探究活動に主体的，
創造的，協同的に取り組む態度を育て，
自己の在り方生き方を考えることができ
るようにする。 学びに

向かう力、
人間性等

思考力、
判断力、
表現力等

知識及び
技能

小・中の経験を基盤に
「高校生ならでは」の力を
存分に伸ばすため

なぜ高校だけが
「探究」となるのか

高校では
「自己と不可分な課題」を
「自ら発見」することが大切

中学校までの
「総合的な学習」との違いは？

自
校
で
は
無
理
な
ど
と
思
わ
ず
に
、

生
徒
の
可
能
性
を
伸
ば
す
取
り
組
み
を

探
究
し
て
ほ
し
い
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新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
各
学
校
に
お

い
て
、「
第
１
の
目
標
」
と
「
各
学
校
に
お
け

る
教
育
目
標
」
を
踏
ま
え
て
独
自
の「
総
合

的
な
探
究
」
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
実

現
に
ふ
さ
わ
し
い「
探
究
課
題
」（
学
習
対

象
）と
、
そ
の
課
題
解
決
を
通
し
て
育
成
を

目
指
す
「
具
体
的
な
資
質
・
能
力
」
を
設

定
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す（
図

２
）。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
今
回
新

た
に
、
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま
え
て
、
こ

の
時
間
の
目
標
を
定
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

た
点
で
す
。「
総
合
的
な
探
究
」
に
お
け
る

学
習
活
動
が
、
学
校
教
育
目
標
で
目
指
す

理
念
の
具
現
化
に
向
け
て
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
、
今
ま
で
以
上
に

鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
教
科
・

科
目
等
横
断
的
な
「
総
合
的
な
探
究
」
を

教
育
課
程
の
中
核
に
位
置
付
け
、
各
教
科
・

科
目
等
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
な
が
ら
、

学
校
の
教
育
活
動
全
体
で
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

課
題
を
「
自
ら
」
発
見
す
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
践
に
お
い
て
は
、
社
会
の

つ
な
が
り
、
体
験
学
習
な
ど
を
通
じ
て
、

生
徒
た
ち
が
自
分
で
問
い
を
見
い
だ
し
、
課

題
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

題
に
取
り
組
む
場
合
、「
総
合
的
な
探
究
」

で
は
、「
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
事

に
就
き
た
い
」
と
い
っ
た
自
分
自
身
の
将
来

像
な
ど
か
ら
探
究
す
る
課
題
を
設
定
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、「
総
合
的
な
探
究
」で
は
、
そ
の

求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
す
。

　

具
体
的
な
活
動
内
容
で
は
な
く
、
そ
の

活
動
の
目
的
が「
総
合
的
な
探
究
」の
目
標

や
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
ど
う
か
で
判
断
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、「
総
合
的
な
探
究
」

の
趣
旨
の
理
解
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
上
で
、
従
来
の
内
容
が
単
な
る

面
接
指
導
や
補
習
で
留
ま
っ
て
い
て
、
探
究

の
過
程
に
位
置
付
け
て
い
る
と
い
え
な
い
場

合
は
、
見
直
し
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
多
忙
な
な
か
で
簡
単
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
歩
ず
つ
で
も
前
に
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
、「
総
合
的
な
学
習
」
を
学
ん
だ
経
験

を
も
つ
先
生
方
が
増
え
て
き
た
こ
と
は
、

力
強
い
追
い
風
で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
と
共
に
若

い
力
も
取
り
込
む
こ
と
で
、
す
べ
て
の
高
校

に
お
い
て
、「
総
合
的
な
探
究
」が
充
実
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

図2 総合的な探究の時間の構造イメージ

教育課程の中核として、
学校教育目標と一貫性を
もたせた設計が必要

各学校での目標や内容の設定には
どんな影響があるか

探究の過程に
適切に位置付けているか、

取り組み内容の
点検が必要

進路指導やキャリア教育など
これまでの内容を変えるべきか

第１の目標

各学校において定める目標

各学校において定める内容

教科・科目等を越えた全ての学習の基盤となる資質・能力

目標を実現するにふさわしい
探究課題

探究課題の解決を通して育成を目指す
具体的な資質・能力

その学校が総合的な探究の時間で育成することを目指す資質・能力

現代的な諸課題に対応する
横断的・総合的な課題

（国際理解、情報、環境、福祉・健康など）

地域や学校の特色に応じた課題

生徒の興味・関心に基づく課題

職業や自己の進路に関する課題

踏まえて 踏まえて

各学校における教育目標

自分自身に関するこ
と及び他者や社会と
の関わりに関するこ
との両方の視点を踏
まえる

学びに向かう力、
人間性等

探究の過程におい
て発揮され、未知の
状況において活用で
きるものとして身に付
けられるようにする

思考力、判断力、
表現力等

他教科等及び総合
的な探究の時間で習
得する知識及び技能
が相互に関係付けら
れ、社会の中で生き
て働くものとして形成
されるようにする

知識及び技能

育まれ、活用されるようにすること

情報活用能力 言語能力

考えるための技法（比較する、分類する、関連付けるなど）

探究の過程において、コンピュータや情報通信
ネットワークなどを適切かつ効果的に活用して、
情報を収集・整理・発信するなどの学習活動
（情報や情報手段を主体的に選択し活用できる
よう配慮）

他者と協働して課題を解決
しようとする学習活動

言語により分析し、まとめたり表現
したりするなどの学習活動

自在に活用されるようにすること

目
標

学
校
が
設
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す
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が
設
定
す
る
内
容

相
互
に
関
連
付
け
、学
習
や
生
活
に
お
い
て
生
か
し
、そ
れ
ら
が
総
合
的
に
働
く
よ
う
に
す
る

相
互
に
関
連
付
け
、学
習
や
生
活
に
お
い
て
生
か
し
、そ
れ
ら
が
総
合
的
に
働
く
よ
う
に
す
る

例

※文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基に編集部で作成

新学習指導要領が示す新たな探究の時間とは
渋谷一典 （文部科学省初等中等教育局 教科調査官）Interview 2
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